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栄養・食生活対策の推進及び進捗評価に関する研究 

 
研究分担者 村山 伸子 新潟県立大学人間生活学部・教授 

 
研究要旨 

 研究目的は、（1）健康日本 21（第三次）の進捗管理に関する研究として、これまで作成した栄養・

食生活対策のロジックモデルのアウトプット指標や中間アウトカム指標について精査・見直しを行

うこと、（2）効果的な健康づくり施策に関する研究として、国内の優良事例から、実現可能なアク

ションプランを収集すること。方法は、スマート・ライフ・プロジェクト第１回（2012 年）から 13

回（2024 年）までに、自治体部門で受賞した自治体の内、栄養・食生活の取組で受賞した自治体 16

自治体を抽出した。健康増進計画と取組について公表されている資料から検討し、子どもの肥満の

減少、食塩摂取量の減少、野菜摂取量の増加、主食・主菜・副菜の摂取増加を目標として取組を実

施している４自治体と、研究者が関与している１自治体（倉敷市：野菜摂取量の増加）の計５自治

体について、詳細な資料分析とインタビューを実施した。その結果、アウトプット指標はいずれの

自治体でも適切に設定・把握されており実現可能であることが確認された。中間アウトカム指標に

ついては、行動指標は多くの自治体で把握されていたが、知識・態度の指標は少なく、「取組の認知

度」や「取組による行動変容」を指標とすることが有効であると考えられた。アクションプランに

ついては、自治体でも介入のはしごのレベル２（選択の制限）～レベル７（情報提供）の取組が実

施されており実現可能性が確認された。また、ロジックモデルを PDCA に活用している自治体が複

数確認され、その有効性と今後の課題が示された。 

 
研究協力者 
林 芙美 女子栄養大学栄養学部 
 
Ａ．研究目的 

厚生労働省により令和４年度に健康日本 21

（第三次）が策定され、令和６年度より実施さ

れている。本研究は、健康日本 21（第三次）の

推進と進捗評価に関して学術的観点からサポ

ートすることを目的として、(1)健康日本 21（第

三次）の進捗管理に関する研究、(2)効果的な健

康づくり施策に関する研究を行う。 

令和７年度は次の２つを目的とした。（1）健

康日本 21（第三次）の進捗管理に関する研究と

して、これまで作成した栄養・食生活対策のロ

ジックモデルのうち、アウトプット指標や中間

アウトカム指標について精査・見直しを行うこ

と。（2）効果的な健康づくり施策に関する研究

として、国内の優良事例から、実現可能なアク

ションプランを収集すること。これまで作成し

てきた栄養・食生活分野のロジックモデルとア

クションプランは、国内外の先行研究と理論を

ベースに作成してきた。本研究を通して、現在

の日本の自治体で実現可能なロジックモデル

とアクションプランについて提示し、都道府県

や市町村が PDCA サイクルに活かす際の課題を

整理する。 

 
Ｂ．研究方法 
目的の（1）（2）に共通して、国内の事例収集

を行い、検討した。 

１）事例を収集する自治体の範囲 

 スマート・ライフ・プロジェクト第１回（2012
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年）から 13 回（2024 年）までに、自治体部門

で受賞した取組の内、栄養・食生活の 16 の取組

を抽出した（表１）。 

 

２）事例を収集する自治体の選定 

16 の取組を実施した自治体の健康増進計画

の目標と取組について公表されている資料を

検討し、次の基準で事例を抽出した。 

・ 健康日本 21（第三次）の栄養・食生活の目標

を使用している 

・アウトプット指標、中間アウトカム指標が設

定されている 

・できるだけ介入のはしごの環境整備以上のア

クションを含む 

・最終アウトカムを設定して評価している

（PDCAを回している） 

 

その結果、子どもの肥満の減少、食塩摂取量

の減少、野菜摂取量の増加、主食・主菜・副菜

の摂取増加を目標として取組を実施している

４自治体を選定した。これらに、研究者が関与

している自治体１つ（倉敷市：野菜摂取量の増

加）を加えた。

表１ 収集事例のリスト（スマート・ライフ・プロジェクトの自治体部門で受賞した内、栄養・食生活の 

   目標に関するもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞回 ⾃治体名 テーマ ⽬標

1 2 呉市 「呉市糖尿病性腎症等重症化予防事業/はじめよう︕減塩⽣活」 減塩

2 4 ⻘森県 「だし活」で減塩推進︕減塩の普及啓発を⽬的とした、⻘森⽣まれのだし商品
「できるだし」の商品開発と販促活動 減塩

3 4 新潟県 健康寿命の延伸に向けて取り組む県⺠運動「にいがた減塩ルネサンス運動」 減塩

4 5 京丹波町 ⽬に⾒える化を取り⼊れた学童期の減塩の⾷育実践 減塩

5 6 ⾜⽴区 住んでいるだけで⾃ずと健康に︕「あだちベジタベライフ〜そうだ、野菜を⾷べよう
〜」 野菜

6 7 ⽜久市 ⽣涯かっぱつ︕⼩学⽣チャレンジ︕『朝ごはんに野菜のおかずを30⽇間たべよう』 野菜

7 8 下呂市 まちぐるみで取組む⾷環境整備により健康寿命の延伸を⽬指す　　下呂・減塩・
元気・⼤作戦 減塩

8 8 ⻘森市 ⼦どもの⾷と健康応援５か年プロジェクト　こども⾷育レッスン１・２・３♪ こどもの肥満

9 9 京丹波町 尿中塩分測定検査を活⽤した慢性腎臓病対策における５年間の保健活動評
価について 減塩

10 9 時津町 地元の酒店・菓⼦店や飲⾷店との協働で推進する⾼⾎圧対策（減塩への取
組） 減塩

11 10 砺波市 よごし・レンチン・でかいと野菜〜となベジプロジェクト〜 野菜

12 10 三条市 ⾷を通じた⽣活習慣病予防事業 減塩

13 10 南⾵原町 沖縄南⾵原町と丸⼤スーパーの連携による⾷環境整備〜SM認証弁当の普及活
動を通じて〜 主⾷・主菜・副菜

14 11 南阿蘇村 地元企業と連携した 「まるっと減塩」 活動による⾼⾎圧対策の推進 減塩

15 12 横浜市 誰もが⾃然に健康になれる⾷環境づくりに向けた取組（ハマの元気ごはん弁当の
販売） 主⾷・主菜・副菜

16 13 ⾶騨市 今⽇も「まめなかな︕」 減塩⾷品・料理の普及活動による⾷環境整備2019-
2024〜地元企業での減塩中華そば開発と導⼊に⾄るまで〜 減塩
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３）事例調査 

研究分担者と研究協力者が、ロジックモデル、

アウトプット指標、アウトカム指標、取組、評

価方法（PDCA）等について、資料収集、および、

各自治体の栄養・食生活分野の担当者にＥメー

ルでのやりとり、オンラインを使用したインタ

ビュー等を実施した。 

４）現場で実現可能なロジックモデル、アウト

プット、アウトカム指標の検討 

ロジックモデルは、各自治体で様式が異なる

ことから、本研究班で使用している形式に沿っ

て研究者が作成し直した。指標については、収

集した事例の指標を集約して一覧表を作成し

た。 

Ｃ．研究結果 

１）調査・インタビューを実施した自治体 

 調査を実施した自治体（表２）は、青森市（子

どもの肥満の減少）、三条市（食塩摂取量の減

少）、足立区（野菜摂取量の増加）、倉敷市（野

菜摂取量の増加）、横浜市（主食・主菜・副菜を

そろえた食事の増加）である。アウトプット指

標、中間アウトカム指標の設定は、個別の事業

単位の自治体３箇所、健康増進計画等の計画単

位の自治体２箇所であった。ロジックモデルを

PDCA に活用している自治体は３箇所であった。

 

 

 

 

 

 

 

 

２）ロジックモデル：アウトカム指標、アウト

プット指標、個別施策（アクションプラン） 

目的（1）（2）を合わせて、栄養・食生活の目

標ごとに、ロジックモデルを記載する。 

（１）子どもの肥満の減少 

青森市の事例（図１） 

・アウトカム指標は、分野アウトカムとして肥

満傾向児の割合、中間アウトカムとして、朝食

を毎日食べる子どもの割合、運動やスポーツを

習慣的に行っていない子どもの割合等であっ

た。 

・個別施策（アクション）とアウトプット指標

は、保育所、幼稚園での子どもと保護者への食

育レッスンプログラムを実施し、実施園数、園

児数、保護者数を指標とした。小学校での食育

チャレンジプログラム（授業での食育と運動）

を実施し、実施学校数を指標とした。 

アクションは、教育のアプローチが中心であ

るが、市内の全ての保育所、幼稚園、学校で実

施することは、介入のはしごのレベル５（デフ

ォルトを変える）に該当する。 

（２）食塩摂取量の減少 

三条市の事例（図２） 

・アウトカム指標は、分野アウトカムとして、

尿中ナトリウムからの推定食塩摂取量、Na/K 比

率、中間アウトカムとして、UMAMI SANJOマー

クの認知度と商品の購入頻度、適塩パンフレッ

トを見て減塩行動をした人の割合、減塩行動を

した人の割合である。 

・個別施策（アクション）は、食環境整備、啓

発活動、個別指導で組み立てられている。食環

境整備は、健康に無関心な人をターゲットとし

た中食に減塩と表示しない「こっそり減塩」（介

入のはしごのレベル５）と地産地消推進店にお

ロジックモデルを
PDCAへ活⽤

アウトプット・中間アウトカム
指標の設定⽬標⾃治体名

〇事業単位⾷塩摂取量の減少三条市

〇計画単位野菜摂取量の増加⾜⽴区

今後事業単位野菜摂取量の増加倉敷市

〇計画単位主⾷・主菜・副菜をそろえた⾷事の増加横浜市

今後事業単位⼩児の肥満の減少⻘森市

表２ 調査・インタビューを実施した自治体 
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図２ 三条市 減塩 “⾷を通じた⽣活習慣病予防事業” ロジックモデル

個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標

尿中ナトリウム等か
ら推定⾷塩摂取量、
Na/K⽐

減塩⾏動をしたか
（ナトリウム表⽰を⾒る等）

⾼⾎圧予防
脳⾎管疾患

予防

資料︓三条市⾷を通じた⽣活習慣病予防事業報告書平成29年度〜令和5年度

UMAMI SANJOマークの
認知度、商品の購⼊頻度

アウトプットインプット取組の
場

協⼒店数、
UMAMI SANJO
マーク商品の種類数、
販売数量、販売⾦額、
1年間に販売された総
菜の⾷塩総量

こっそり減塩作戦（レベル5）
・スーパー、⼩売店で減塩の表⽰
をしないで減塩惣菜の提供︓
UMAMI SANJOマーク表⽰

地産地消推進店における健康な
⾷事の提供（レベル６）

スーパー
⼩売店

適塩パンフレットの配
布数

⽇常的な外出先での啓発
（レベル7）
・協⼒店を利⽤する市⺠へのパン
フレット配布

適塩パンフレットの配
布数

適塩パンフレットを活⽤した啓発
（レベル7）
・市の健診、保健事業参加者にパ
ンフレット配布

健診・
保健指
導

個別指導を⾏った⼈
数、尿中ナトリウム測
定を実施した⼈数

尿中ナトリウムを基にした保健・栄
養指導（レベル7、８）
・市の健診、事業所健診受診者へ
の尿中ナトリウム測定と保健・栄
養指導

適塩パンフレットの認知度、
パンフレットを契機に減塩⾏
動をしたか

アウトプット、アウトカムは、毎年モニタ
リングして、店舗数、商品種類数、販売額
数の増加、保健指導数等にフィードバック

中間アウトカムの把握は、事業
評価のために、2023年度から市
と事業所健診で尿中ナトリウム
測定者にアンケートを実施

啓
発
活
動

個
別
指
導

⾷
環
境
整
備

図１ ⻘森市 ⼦どもの肥満対策“⼦どもの⾷と健康応援５か年プロジェクトこども⾷育レッスン１・２・３♪”ロジックモデル

個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標
アウトプットインプット取組の場
・⾷育に取り組む園児、
保護者、園数の増加、
（H30〜R４には全園で実施）

・市と⾷改と連携し、⼦どもとその保護者を対
象とした⾷育レッスンプログラムを実施
・オンラインでの⾷育レッスン（R３〜）
（レベル５，7）

保育所・
幼稚園・
こども園

・⾷育チャレンジプロ
グラムに取り組む⼩学
校の増加
（H30〜R4には全校で実施）

・⼩学校・家庭が連携して、⼩学⽣のための⾷
育チャレンジプログラムを実施
・家庭科、⽣活科、体育、特別活動の授業に⾷
育・運動（⼀⽇60分運動プログラム）を導⼊
・⼩中学校において栄養教諭等と連携し、学校
給⾷及び各教科等を通じた⾷育の推進
（レベル５，７）

学校

・各⾷育イベントの実
施回数・参加⼈数

・WEBアクセス数
・⾷育啓発誌配布数
・⾷育に取り組む給⾷
施設の増加
・ガイド活⽤啓発数
・レシピの啓発数

・⾷育レッスン市⺠セミナー、⾷育セミナー、
マタニティ講座での⾷育（動画配信）、乳幼児
⾷育相談の実施
・おうちで⾷育レッスン動画配信（R3〜）
・⾷育啓発誌や雑誌への⾷育特集記事の掲載
・特定給⾷施設へ計画的に巡回し、適切な栄養
管理のための指導・助⾔の実施、研修会の実施
・あおもり⽣活習慣病予防ガイドを作成し、全
世代の⾷育や肥満予防の普及啓発
・⾷⽣活改善推進員会やあおもり健康づくり実
践企業、地域・職域あおもり健康づくりリー
ダーと連携し、地域・職域での⾷育の推進
・健康⾷普及指導事業で健康レシピ募集、啓発
（レベル7）

市・保健
所

・健康づくり応援店の
増加、啓発誌掲載数

・健康的な⾷の提供をしている飲⾷店の中で、
市の基準を満たす店舗を「健康づくり応援店」
として登録・市のHPや企業向け啓発
（レベル６）

飲⾷店、
スーパー
等

・運動⺟体での啓発数・⻘森市健康寿命延伸会議等と連携を図る団体
・マスコミによる周知
数

・県内のテレビ、新聞等での放映・掲載
・テレビでの特集放映
・県外（NHK東北）での放映
（レベル7）

マスメ
ディア

⼩学5年⽣の肥満傾向児
の割合

中学2年⽣の肥満傾向児
の割合 健康

寿命の
延伸

朝⾷を毎⽇⾷べる⼦どもの
割合の増加

※実線のアウトカムは「⻘森市健康寿命延伸計画（第2次）」より引⽤

給⾷施設研修会への園・⼩中学
校栄養担当者の参加数

⾷育啓発WEBにアクセスする者
の増加

⾷習慣・運動習慣を意識する
市⺠の増加（市⺠意識調査）

（R5〜）市⺠向け、職域向け、
若年者向けQOL健診実施

（R6・R7）継続
中学⽣・保護者向けQOL健診

（予定︓R8〜）※５年間で全校
・中学校でのQOL健診
・⼩中学校教員向けQOL健診実施

健康づくり応援店の増加

（R7・8〜）
スーパーや企
業と連携した
取組の推進

⻘森市健康寿命延伸計画（第２次）

肥満者の標準化⽐

運動やスポーツを習慣的に⾏ってい
ない⼦どもの減少

継続的な取組へシフト
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ける健康な食事の提供（レベル６）があり、ア

ウトプット指標は共に店の数、該当商品の種類

数、販売数、販売金額、年間に販売された総菜

の食塩総量である。啓発活動は、適塩パンフレ

ットの配布であり、指標は配布数である。個別

指導は、市の健診、事業所健診での尿中ナトリ

ウム測定と保健・栄養指導を実施し、指標は測

定者数、指導を実施した人の人数である。 

（３）野菜摂取量の増加 

足立区の事例（図３） 

・アウトカム指標は、分野アウトカムとして、

野菜摂取量、野菜から食べる人の割合等、中間

アウトカムとして「あだちベジタベライフ」の

認知割合である。 

・個別施策（アクション）は、子どもに対して

は、区内の全ての保育所、幼稚園、学校等での

「あだち食のスタンダード」の啓発を実施し

（介入のはしごのレベル５（デフォルト））、中

でも小松菜の種の配布はレベル４（インセンテ

ィブ）に該当する。また既存の日本一「おいし

い給食」事業では、全ての小中学校で天然出汁

の使用等おいしさの取組が行われ、介入のはし

ごのレベル２（選択を制限する）に該当し、残

食減少の成果を得ている。 

アウトプット指標は、食育体験の実施回数、

家庭科と連動した学習の実施回数等である。区

民全体に対しては、食環境整備として、ベジタ

ベライフ協力店の開拓（レベル６（食環境整備））

やプレゼントキャンペーン（レベル４（インセ

ンティブ））、推定野菜摂取量測定器を活用した

べジチェックを実施し、アウトプット指標は店

舗数、キャンペーンの実施回数、イベント実施

回数、べジチェック測定者数である。 

  健康経営との連携で事業所での取組を実施

し（レベル５）、アウトプット指標は企業数、講

演会の開催数等である。 

倉敷市の事例（図４） 

・アウトカム指標は、分野アウトカムとして、

１口目に野菜を食べている人の割合、よく噛ん

でゆっくり食べている人の割合、野菜を１日

350g 以上食べている人の割合、中間アウトカム

として、研修会やイベントに参加する人数、３

べジ認知度、野菜を食べるように気を付けてい

る人数、３べジを内容まで知りかつ自分で料理

ができる人数、外食・中食で３べジに沿ったメ

ニューを選択する人数、地域づくりにつながる

料理教室の参加者数である。 

・個別施策（アクション）は、食環境整備と地

域での研修会やイベントに分けて設定されて

いる。食環境整備では、保育園、小学校、中学

校、学校以外の給食等で３べジを考慮した給食

の提供をし、アウトプット指標は該当する給食

施設数である。スーパー、コンビニ、弁当総菜

店、飲食店での３べジに沿った商品の提供（介

入のはしごのレベル６（環境整備））や情報提供

をし、指標は各取組を実施する店舗数である。

今後野菜選択へのインセンティブを付与して

いる施設数をモニタリング予定である。情報提

供では、食育フェア、地域の料理教室等であり、

指標は SNSアクセス数、イベント等の開催回数、

情報提供実施回数である。 

（４）バランスの良い食事をとっている者の増

加（主食・主菜・副菜を組み合わせた食事） 

横浜市の事例（図５） 

・アウトカム指標は、分野アウトカムとして、

１日３色栄養バランス良く食べる（朝食欠食者

割合、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を

１日２回以上食べる人の割合、野菜摂取量、食

塩摂取量）、適正体重を維持する人の割合であ

る。中間アウトカムとして、栄養バランスの良

い食事を提供する環境づくりを実施している

店舗数、給食利用者による給食内容の評価の実

施割合である。食に関心をもち、自ら健全な食

生活を実施しようとしている児童・生徒の割合、

家庭で体重を測定する習慣のある者の割合で

ある。 

・個別施策（アクション）は、食環境整備と生

活習慣の改善に向けた学校や地域等での教育

や情報提供に分けて設定されている。食環境整

備では、スーパー、コンビニでの栄養バランス 
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図３ ⾜⽴区 野菜摂取 “住んでいるだけで⾃ずと健康に︕「あだちベジタベライフ〜そうだ、野菜を⾷べよう〜」”ロジックモデル

個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標

アウトプットインプット取組の場
・⾷育体験の実施回数
・調理体験教室の実施回数
・栄養バランスの良い⾷事の
教室の実施回数

あだちの⾷のスタンダードを全世代に啓発（レベル4,7）
・区内の全保育所・幼稚園に⼩松菜の種を配布
・区内の全保育所にホットプレートを配布し、各園で栽培した野菜を
使った調理実習を実施

保育所・幼稚
園

・家庭科と連動した学習（あ
だち⾷のスタンダード）の実施
回数
・⻑期休業期間に⾃宅で調理
をする⼦どもの数
・「ひと⼝⽬はやさいからチャン
レンジシート」等を活⽤した啓
発の実施回数
・栄養バランスのよいレシピ等
を給⾷だよりやSNS等を活⽤
して配信した数
・給⾷を題材とした⾷育の実
施回数

あだちの⾷のスタンダードを全世代に啓発（レベル5,7）
・家庭科の授業と連携した啓発（家庭科のオリジナル副教材を作
成）
・学童保育室等におけるおやつの選び⽅や体験教室等の実施
・⾼校⽣向けの栄養教室
⼦どもを通した家庭全体への啓発（レベル７）
・「ひと⼝⽬は野菜から」チャンレンジシート等を活⽤した家庭への啓発
・おいしい給⾷レシピや健康・⾷育情報を、給⾷だよりやSNS等で発
信
おいしい給⾷事業と連携した啓発（レベル2,5,6）
・給⾷を⽣きた教材として栄養バランス、野菜摂取、薄味等を⾝に付
ける
・おいしい給⾷メニューコンクールの実施

学校, 学童, 学
習センター, ⼦
どもの居場所
等

・店舗数
・⾷育⽉間・糖尿病⽉間等で
の啓発回数

ベジタベライフ事業の裾野の拡⼤（レベル6）
・ベジタベライフ協⼒店の開拓及び質の向上
・コンビニやスーパー、⾷品メーカー等との連携
・⾷育⽉間にプレゼントキャンペーン実施（レベル４）

飲⾷店, スー
パー, 弁当・惣
菜販売店, コン
ビニ, ショッピン
グモール,⾷品
メーカー ・ベジチェックを活⽤したイベン

トの実施回数
・べジチェック測定数

野菜摂取量の⾒える化から健康⾏動を促す（レベル7,8）
・推定野菜摂取量測定器を活⽤した啓発

・協⼒企業数等
・健康経営に取り組む企業数
・講演会の開催数
・情報配信回数

ベジタベライフ事業の裾野の拡⼤（レベル6）
・⺠間企業、関係団体、ヘルスボランティア等多様な主体との協創
元気な職場づくり応援事業（健康経営）（レベル6）
・「元気な職場応援事業」で事業所を⽀援
・健康経営に取り組む事業所の拡⼤

企業, 団体, ボ
ランティア等

・SNS・カードレシピ等の配
信・配布数
・「ベジ＋ちょい活」等の情報
発信数

情報の普及・啓発（レベル7）
・多忙、調理の知識がない等個別の事情に合わせた啓発
・「ベジ＋ちょい活」等これまでの「野菜」にさらに運動の要素を加えた
情報発信

SNS, メディア
等

・HbA1c測定受診者数
・要指導の改善率

糖尿病への理解を深めるきっかけづくり（レベル7）
・40歳前健診でHbA1cが要指導の者への栄養指導（3か⽉後フォ
ロー）
・他部⾨との連携し、事業を実施

保健所・保健セ
ンター

①平均野菜摂取量

①糖尿病を主病
とした年間新規
透析導⼊患者
数
②ヘモグロビン
A1c7％以上の
割合
③⾃分を健康だ
と⾃認している割
合

あだちベジタベライ
フの認知割合

※個別施策・アウトカムは「健康あだち21（第三次）⾏動計画」より引⽤
点線の項⽬は⾏動計画の⽬標値にはないが、区内⼩・中学校で毎年モニタリング実施

②野菜から⾷べる区⺠の割合

野菜から⾷べる⼦どもの割合
5歳児、中2 肥満の⼦どもの割合

3歳児 減少傾向へ
⼩1、⼩6、中2

健康寿命
の延伸

⾜⽴区では
最終成果

⾃分で朝⾷程度の料理をつく
ることができる

⼦どもの割合 中2

⼩・中学校の残菜
量の減少

③糖尿病重症化予防のための保
健・栄養指導につながった割合

⾜⽴区では直接成果

⾜⽴区では
中間成果

1

個別施策主な取り組
み先

①◎３べジソング・３ベジダンス・３ベジチャ レン
ジカード等による普及
②■３ベジを考慮した給⾷の提供
③■栽培・収穫体験の実施
④取り組みの評価
こどもむけ概要版による情報提供

保育園・こども
園・幼稚 園・⼦
育て⽀援拠点
⼩学校・中学
校・⾼校・ ⼤学

給
⾷ ①◎特定給⾷施設巡回指導・特定給⾷施

設(研修会)での情報提供
②■３ベジを考慮した給⾷の提供
③◎職員研修等での情報提供
④取り組みの評価

給⾷施設（学校
園以外）

①◎各⼩売店への情報提供
②◎市・⼩売店からのSNS、店頭等による情
報 提供、イベントの実施
③■⼩売店への⽀援
④■参加店舗による３ベジに沿った商品の提
供
⑤取り組みの評価

スーパー・コンビ
ニ・ 弁当・惣
菜屋
中
⾷

①◎⾷品衛⽣協会への説明
②◎市・飲⾷店からのSNS、店頭等による情
報 提供、イベントの実施
③■飲⾷店への⽀援（資料作成）
④■参加店舗による３ベジに沿ったメニューの
提供
⑤取り組みの評価

飲⾷店・⾷堂外
⾷

①若い世代の声を取り⼊れた情報発信若い世代

地
域
⽀
援

①◎くらしき健幸プランの⾷育分野の⽅向性を
意識したイベントの実施
②くらしき健幸プランの⾷育分野の推進
③取り組みの評価

⾷育フェアでの周
知

①◎産学官が連携したイベントの実施
②取り組みの評価

イオンdeくら★け
んでの 周知

①◎研修会・各教室での情報提供
②■料理教室の開催
③◎各地区に合わせた無関⼼層に対する啓発
④ベジチェックによる野菜摂取量の⾒える化
⑤取り組みの評価

地区組織（栄養
改善協議
会）と連携した推
進（各地区担当
）

①◎イベント等での情報発信
②◎栄養改善協議会と連携した情報発信

⻭科医師会と連
携した推進

＜⾏動＞研修会等へ参加・体験
型イベント 等にアクセスする者の増
加
（毎年評価できるもので評価。
市⺠モニ ター、イベント等のアン
ケート）

＜⾏動＞
①外⾷・中⾷で３ベジに沿った
メニューを選択する・購⼊する者の増加
②地域づくりにつながる料理教室に参加している⼀般
参加者の増加

３ベジ（ベジわ
ん・ベジもぐ・ベジ
もり）すべてを実
践できる者の増
加

＜態度＞３ベジ（野菜摂取
）への関⼼ がある者の増加
→３ベジの認知度の増加

＜知識・スキル＞３ベジ（野
菜摂取） に関する知識とスキ
ルを持っている者 の増加
→３ベジの認知度（内容ま
で知ってい る）かつ⾃分で料
理ができる者の増加

＜態度＞普段から野菜を⾷
べるように 気をつけている者の
増加

＜情報提供＞
・給⾷だより、社内報、メディア等で の
情報提供実施回数

＜情報提供＞・ウェブサイト・SNS等
のアクセス数
＜情報提供＞・⾷育イベント、教室
等 の実施回数・参加⼈数

＜情報提供＞
・飲⾷店、⼩売、職域における普及啓
発実施店舗数・施設数

レベル４〜６

ベジわん
＜⾏動＞⼀⼝⽬に野菜を⾷べてい
る（ベジわん）⼈の割合
ベジもぐ
＜⾏動＞よくかんでゆっくり⾷べ
てい る（ベジもぐ）⼈の割合
ベジもり
＜⾏動＞野菜を１⽇３５０ｇ以
上⾷べている（ベジもり）⼈の割合

＜環境整備＞
・３ベジに沿ったメニューの提供をす
る飲⾷店・⼩売店・弁当惣菜店数
＜環境整備＞
・３ベジを考慮した給⾷を提供する(特
定)給⾷施設
＜環境整備＞
・地域づくりにつながる料理教室に参加
している⼀般参加者の割合

＜環境整備＞
・野菜選択へのインセンティブ等を付与
している施設数
＜環境整備＞
・学校園等に野菜を提供する団体・企
業数
＜環境整備＞
・団体同⼠での地域に根差した連携

倉敷市保健所 健康づくり課 提供資料

図４ 倉敷市 野菜摂取 “３べジプロジェクト” ロジックモデル

レベル７

個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標
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の良い食事（弁当等）を提供する店の登録制度

を作り（介入のはしごのレベル６（環境整備））、

アウトプット指標は働きかけを行った事業所

数、給食施設での栄養管理のための研修会や巡

回指導を行い、指標は対象施設数である。生活

習慣の改善に向けた取組として、学校での食育

のアウトプット指標は食育の回数、健診・相談・

教室での啓発の指標は対象者数、イベント・出

前講座の指標は参加者数、リーフレット・動画

作成の指標はリーフレット配布数である。 

 

３）事例のアクションプランとアウトプット指

標、中間アウトカム指標のまとめ 

 実際に自治体で用いられていたアクション

とアウトプット指標について取組の場別に整

理した（表３）。取組の場は、保育所・学校、職

場といった所属組織、スーパー等の食料品店、

地区組織活動、市の事業に分けられた。アクシ

ョンについて、介入のはしごのレベルが最も高

かったのは、保育所・学校で全て一斉に給食の

改善をするレベル２（選択の制限）であった。

次いで、レベル４（インセンティブ）の保育所・

学校で野菜の種を配布する、スーパー等でのプ

レゼントキャンペーンであった。レベル５（デ

フォルト）に該当する取組として、保育所・学

校で全校で共通した教育を実施し、それがあた

りまえにすること、スーパー等で総菜の減塩を

表記せずにあたりまえにすることが行われて

いた。ほぼ全ての自治体で、スーパー等で健康

的な弁当や総菜を明示した販売はレベル６（食

環境整備）、地域や市の保健指導等での教育は

レベル７（情報提供）が実施されていた。 

 事例で用いられていた中間アウトカム指標

を把握する項目別に整理した（表４）。食環境の

指標として、健康的な食事の提供をしている店

の数を設定している自治体があり、この自治体

ではアウトプット指標として働きかけをした

店の数を設定していた。健康的な食事の提供を

している店の数は他の自治体ではアウトプッ

ト指標として設定されており、自治体により解

釈が異なる指標であった。 

 取組の認知度も複数の自治体で把握されて

いた。取組の参加数は全ての自治体で把握され

ていた。１つの自治体で取組の影響度を知るた

めの指標が設定されていた。人の知識・態度・

行動については、知識の指標を設定している自

治体は少なく、態度も次いで少なく、行動の指

標を設定している自治体が多かった。 

図５ 横浜市 主⾷・主菜・副菜がそろった⾷事 “誰もが⾃然に健康になれる⾷環境づくりに向けた取組（ハマの元気ごはん弁当の販売）”ロジックモデル

個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標

アウトプットインプット取組の場
働きかけを
⾏った事業所
数

⾷環境整備（レベル6）
ハマの元気ごはん提供店登録制度（R6〜）
・基準に合った1⾷分の⾷事、弁当を提供する
店を登録

スーパー、
コンビニ

研修会の参加
施設数
巡回指導の施
設数

給⾷施設の栄養管理（レベル6）
・研修会の実施
・巡回指導

給⾷施設

啓発の回数学校給⾷、お弁当コンクール、体験、料理教
室を通した⾷育（レベル7）

学校

個別栄養相
談延べ⼈数
集団健康教
育延べ⼈数

健診、個別相談、教室等での栄養バランスの
啓発（レベル7）

健診・相談・教
室

参加⼈数⾝近で多様な⽣活の場におけるイベントや出
前講座（レベル7）

イベント・出前講
座

リーフレット配
布数

リーフレット・動画作成
・リーフレット「わたしをつくる元気ごはん」で栄
養バランスについて情報提供（レベル7）
・動画「あなたがいつも⾷べているのが「元気ご
はん」ですか︖」（レベル7）

HP、SNS

ーレシピ作成
・横浜市の公式クックパッドで横浜市⾷材を使
⽤したレシピ等公開（レベル7）
・朝⾷のレシピ集作成（レベル7）

ー報道、各種番組での情報提供（レベル7）マスメディア

1⽇3⾷栄養バランスよく⾷べる
・朝⾷を⽋⾷する⼩中学⽣の割合
・朝⾷を⽋⾷する20〜30歳代の割合
・主⾷・主菜・副菜を組み合わせた⾷事を1⽇
2回以上、ほぼ毎⽇⾷べている市⺠の割合
・1⽇当たりの野菜摂取量の平均値
・1⽇あたりの⾷塩摂取量の平均値

適正体重を維持する
・20〜60歳代の男性の肥満者の割合
・40〜60歳代の⼥性の肥満者の割合
・20〜30歳代の⼥性のやせの者の割合
・低栄養傾向の⾼齢者の割合

・給⾷利⽤者による給⾷内容の
評価の実施割合
・⾮常⾷糧を備蓄している給⾷施
設の割合

⽣活習慣病の
予防を通じた
早世の減少

男性の肥満や
脂質異常症の
改善

糖尿病の重症
化の減少

⾻折・転倒によ
り介護が必要
な状態になるこ
との減少

⾷に関⼼をもち、⾃ら健全な⾷
⽣活を実践しようとしている児童
⽣徒の割合

横浜市では、
中間成果

（アウトカム）栄養バランスの良い⾷事を選択
できる環境づくりに資する取組を
⾏っている店舗数

横浜市では、中間アウトカムと分野別アウトカムを合わせて、直接成果（アウトカム）
⽣活習慣の改善・意識や⾏動の変化、環境づくり

資料：横浜市令和6年度第2回健康横浜21推進会議資料（R7年3⽉25⽇）等をもとに作成
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【データ収集⽅法】
アウトプット︓⽉報、事業報告書（毎年）
アウトカム︓「健康に関する市⺠意識調査」、国⺠健康・栄養調査（3年分プール）等（中間、最終評価時）

家庭で体重を測定する習慣
のある者（週1回以上）の
割合（20歳以上）
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表３ 事例で用いられていたアクションとアウトプット指標（取組の場別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 事例で用いられていた中間アウトカム指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ ロジックモデルを PDCA に活用している事例 

 

 

 

 

 

アウトプット指標取組（アクション）介⼊のはしご取組の場

・基準に合った給⾷の提供数・全ての保育所、学校給⾷で取組の基準に合った給⾷の提供レベル２（選択を制限する）保育所・学校

・栽培体験の実施回数
・調理体験の実施回数

・全保育所・幼稚園で⼩松菜の種、ホットプレートを配布し、各園で栽培
した⼩松菜で調理実習

レベル４（インセンティブ）

・⾷育の実施校、実施回数
・授業等の実施回数

・⻑期休暇に家庭で調理する⼦どもの数
・給⾷を題材とした⾷育の実施回数

・全保育所・幼稚園、学校で市の計画に沿った⾷育の実施
・家庭科の授業等学校での教育

・学童保育等での調理教室
・おいしい学校給⾷を⽤いた教育

レベル５（デフォルト）

・家庭への啓発の実施回数
・情報提供実施回数

・学校を通じた家庭への啓発
・学校給⾷だより等の情報提供

レベル７（情報提供、教育）

・基準に合った給⾷を提供する施設数・職場給⾷等の給⾷施設で取組の基準に合った給⾷の提供レベル６（環境整備）職場

・事業所での情報提供や教育の回数、参加者数・事業所での情報提供、教育レベル７（情報提供、教育）

・キャンペーンの実施回数、応募数・スーパー等でのプレゼント・キャンペーンレベル４（インセンティブ）スーパー等の
⾷料品店

・協⼒店数、減塩表⽰なし減塩商品の種類数、販売数量、
販売⾦額

・1年間に販売された⾷塩総量

・スーパーで減塩表⽰をしない減塩惣菜の販売レベル５（デフォルト）

・働きかけを⾏った店数、協⼒店数、商品の種類数、販売
数量、販売⾦額

・1年間に販売された⾷塩総量

・減塩、野菜が多い惣菜や、主⾷・主菜・副菜がそろったスマートミール等
の弁当の販売

レベル６（環境整備）

・配布したパンフレット枚数、イベント実施数
・測定イベントの実施回数、測定者数

・⽇常的な外出先（スーパー等）でのパンフレットの配布、イベントの実施
・推定野菜摂取量測定器での計測

レベル７（情報提供、教育）

・調理教室等の実施回数、参加者数・地区組織での調理教室、⾷育教室レベル７（情報提供、教育）地区組織活動

・尿中ナトリウム測定を実施した⼈数、個別指導をした⼈数
・HbA1c測定者数、要指導の改善率

・講座、相談の実施回数、参加者数

・市や事業所健診での尿中ナトリウム測定と個別指導
・40歳前健診でHbA1c が要指導の者への栄養指導（3か⽉）
・市のマタニティ講座、乳幼児健診での相談

レベル７（情報提供、教育）市の事業

発信数、アクセス数HP,SNS等での動画、レシピ等の情報提供

中間アウトカム指標例把握する項⽬

健康的な⾷事の提供をしている店の数
給⾷利⽤者による給⾷内容の評価の実施数⾷環境

取組のマークや取組名称を知っている⼈の数（認知度）取組の認知度
研修会、イベントへの参加者数
WEB・SNSへのアクセス数取組への参加度
健康的な総菜等を購⼊した⼈数、頻度
パンフレット、SNS等を契機に⾏動変容したか取組の影響度
野菜の1⽇の⽬標量、野菜から⾷べる、よくかんで⾷べるを知っている⼈の数知識
⾷習慣・運動習慣を意識する⼈
野菜摂取への関⼼がある（取組内容への関⼼がある）、普段から野菜を⾷べるように気をつけている⼈の数
⾷に関⼼をもち、⾃ら健全な⾷⽣活を実践しようとしている⼈の数

態度

家庭で体重測定をする習慣がある⼈、運動の実施をする⼈の数
朝⾷摂取する⼈の数
料理ができる⼈の数
減塩⾏動をする⼈の数
野菜摂取、野菜から⾷べる⾏動、中⾷や外⾷で取組にそった⾷事を選択する⼈の数
主⾷・主菜・副菜の摂取をする⼈の数
保健・栄養指導につながった⼈の数

⾏動

備考分析と評価アウトカム指標アウトプット指標単位⾃治体

数年に1回毎年毎年事業三条市

中間、最終評価時中間、最終評価時毎年計画横浜市

⾏政内と区⺠による評価毎年毎年毎年計画⾜⽴区
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４）PDCAの実施状況（図６、図７） 

既にロジックモデルを PDCA に活用している

事例（三条市、横浜市、足立区）があった（表

５）。全ての自治体でアウトプット指標を毎年

把握しており、アウトプット指標レベルでの

PDCAが実施されていた。このうち三条市と足立

区ではアウトカム指標も毎年把握しており、足

立区ではロジックモデルを用いて行政と区民

により評価が実施されていた。以下に、アウト

カム指標まで含めた PDCA を実施している三条

市と足立区の事例を示す。 

三条市（図６）では、2017年度～2023 年度ま

での評価より、取組として尿中ナトリウムを用

いた個別指導（ナトリウム表示を見る等）を実

施し、中間アウトカムであるナトリウム表示を

見るようになった人は、分野アウトカムである

尿中ナトリウムが減少、尿中ナトリウムが減少

した人は血圧が減少し、個別指導の有効性が示

唆された。一方、取組の認知度と影響度を把握

するための中間アウトカムは 2023 年度から把

握し、2023 年度では、食環境整備と啓発活動の

認知度は低く、また経年データが無いことから

評価には至らなかった。従って、次の改善とし

ては、個別指導はこのまま継続し、食環境整備

と啓発活動の認知度を高め、中間アウトカム指

標の把握をして効果検証することとした。 

足立区（図７）では、取組としてべジタベライ

フ協力店の数、べジチェックを活用したイベン

トの回数と参加者数は目標を達成し、アウトカ

ム指標である野菜から食べる区民の割合は目

標に達成した一方、野菜摂取量は増加していな

かった。そこで、区民評価では、効果的な取組

をするために、取組の効果が明確になるような

分析が必要とされていた。 

 

Ｄ．考 察 

１）ロジックモデルにおけるアウトプットと中

間アウトカム指標のブラッシュアップ 

これまで研究班で作成してきたロジックモ

デル 1)-4)は、先行研究やプリシード・プロシー

ド理論等をもとに作成したものであり、実際の

自治体でどのような指標の設定と把握が可能

かを検証する必要があった。そのため、本研究

では、優良事例をもとに、アウトプット指標・

中間アウトカム指標について、実現可能性につ

いて検討した。その結果、アウトプット指標に

ついては、いずれの自治体でも取組の実施回数

等が適切に設定、把握されており、問題なく実

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 三条市 減塩 “⾷を通じた⽣活習慣病予防事業” 評価

個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標

尿中ナトリウム等か
ら推定⾷塩摂取量、
Na/K⽐

減塩⾏動をしたか
（ナトリウム表⽰を⾒る等）

⾼⾎圧予防
脳⾎管疾患

予防

資料︓三条市⾷を通じた⽣活習慣病予防事業報告書平成29年度〜令和5年度

UMAMI SANJOマークの
認知度、商品の購⼊頻度

アウトプットインプット取組の
場

協⼒店数、
UMAMI SANJO
マーク商品の種類数、
販売数量、販売⾦額、
1年間に販売された総
菜の⾷塩総量

こっそり減塩作戦（レベル5）
・スーパー、⼩売店で減塩の表⽰
をしないで減塩惣菜の提供︓
UMAMI SANJOマーク表⽰

地産地消推進店における健康な
⾷事の提供（レベル６）

スーパー
⼩売店

適塩パンフレットの
配布数

⽇常的な外出先での啓発
（レベル7）
・協⼒店を利⽤する市⺠へのパン
フレット配布

適塩パンフレットの
配布数

適塩パンフレットを活⽤した啓発
（レベル7）
・市の健診、保健事業参加者にパ
ンフレット配布

健診・
保健指
導

個別指導を⾏った⼈
数、尿中ナトリウム測
定を実施した⼈数

尿中ナトリウムを基にした保健・栄
養指導（レベル7、８）
・市の健診、事業所健診受診者へ
の尿中ナトリウム測定と保健・栄
養指導

適塩パンフレットの認知度、
パンフレットを契機に減塩⾏
動をしたか

アウトプット、アウトカムは、毎年モニタ
リングして、店舗数、商品種類数、販売額
数の増加、保健指導数等にフィードバック

中間アウトカムの把握は、事業
評価のために、2023年度から市
と事業所健診で尿中ナトリウム
測定者にアンケートを実施

啓
発
活
動

個
別
指
導

⾷
環
境
整
備 認知度低

購⼊頻度低

認知度低
評価結果
2017年度〜2023年度までの結果より、尿中
ナトリウムを⽤いた個別指導（ナトリウム表⽰を
⾒る等）を実施しナトリウム表⽰を⾒るように
なった⼈は尿中ナトリウムが減少、尿中ナトリウ
ムが減少した⼈は⾎圧が減少し、個別指導の
有効性が⽰唆された。⼀⽅、中間アウトカムは
2023年度から把握し、その時点では、⾷環境
整備と啓発活動の認知度は低く、評価には⾄ら
なかった。
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現可能であると考えられた。一方で、中間アウ

トカム指標は、いずれの自治体でも取組への参

加者数、行動の指標は設定、把握されていたが、

知識や態度の指標は少なかった。知識や態度の

把握が難しい場合は、行動で把握することを提

案するが、取組（アウトプット）と分野別アウ

トカムとのつながりを担保する指標を設定す

る必要がある。そのためには、「取組の認知度」、

「取組によって行動変容したか」等の指標は実

現可能であり、有効であると考える。具体的な

指標の提案としては、これまでの理論的なロジ

ックモデル 1)-4)、本研究の事例のロジックモデ

ル、表３、表４を参考にして、各自治体の取組

に合わせて設定する。 

 

２）優良事例の収集とアクションプランの改訂 

本研究では、優良事例をもとに、栄養・食生

活分野の目標に向けて実施されているアクシ

ョンについて整理し、介入のはしごを用いて位

置づけた。その結果、レベル６（食環境整備）、

レベル７（情報提供）は全ての自治体で実施さ

れていた。一方で介入のはしごの上のレベルで

は、全ての学校で基準に合った給食を提供する

といった介入のはしごのレベル２（選択を制限

する）も実際に実施されていた。また、レベル

４（インセンティブ）とレベル５（デフォルト）

は、保育所・学校やスーパーの取組で実施され

ていた。 

保育所・学校は、行政の管轄でもあることか

ら、自治体内の全ての施設で一斉に食事を変え

る、インセンティブを提供する、教育を実施す

ることをデフォルトにすることができ、公衆栄

養上有効な場であると考える。スーパーでも健

康的な食事を提供する食環境整備に加えて、そ

れを選択するように促すレベル４（インセンテ

ィブ）、レベル５（デフォルト）の取組が必要と

考えられる。 

  

３）ロジックモデルの PDCA への活用の提案に

向けて 

実際の自治体の計画から事業、評価までの流

れをロジックモデルを活用して行う手法につ

いて、実際の自治体での検証が必要である。本

研究の結果、２つの自治体では実際に PDCA を

回し、アウトプット指標、アウトカム指標をつ

なげて評価し、改善点も把握できていたことか

ら、この手法は実現可能性、有効性があると考

えられる。 

図７ ⾜⽴区 野菜摂取 “住んでいるだけで⾃ずと健康に︕「あだちベジタベライフ〜そうだ、野菜を⾷べよう〜」” 評価
個別施策＆アウトプット 中間アウトカム 分野アウトカム 最終⽬標

アウトプットインプット取組の場
・⾷育体験の実施回数
・調理体験教室の実施回数
・栄養バランスの良い⾷事の
教室の実施回数

あだちの⾷のスタンダードを全世代に啓発（レベル4,7）
・区内の全保育所・幼稚園に⼩松菜の種を配布
・区内の全保育所にホットプレートを配布し、各園で栽培した野菜を
使った調理実習を実施

保育所・幼稚
園

・家庭科と連動した学習（あ
だち⾷のスタンダード）の実施
回数
・⻑期休業期間に⾃宅で調理
をする⼦どもの数
・「ひと⼝⽬はやさいからチャン
レンジシート」等を活⽤した啓
発の実施回数
・栄養バランスのよいレシピ等
を給⾷だよりやSNS等を活⽤
して配信した数
・給⾷を題材とした⾷育の実
施回数

あだちの⾷のスタンダードを全世代に啓発（レベル5,7）
・家庭科の授業と連携した啓発（家庭科のオリジナル副教材を作
成）
・学童保育室等におけるおやつの選び⽅や体験教室等の実施
・⾼校⽣向けの栄養教室
⼦どもを通した家庭全体への啓発（レベル７）
・「ひと⼝⽬は野菜から」チャンレンジシート等を活⽤した家庭への啓発
・おいしい給⾷レシピや健康・⾷育情報を、給⾷だよりやSNS等で発
信
おいしい給⾷事業と連携した啓発（レベル5,６）
・給⾷を⽣きた教材として栄養バランス、野菜摂取、薄味等を⾝に付
ける
・おいしい給⾷メニューコンクールの実施

学校, 学童, 学
習センター, ⼦
どもの居場所
等

・店舗数
・⾷育⽉間・糖尿病⽉間等で
の啓発回数

ベジタベライフ事業の裾野の拡⼤（レベル6）
・ベジタベライフ協⼒店の開拓及び質の向上
・コンビニやスーパー、⾷品メーカー等との連携
・⾷育⽉間にプレゼントキャンペーン実施（レベル４）

飲⾷店, スー
パー, 弁当・惣
菜販売店, コン
ビニ, ショッピン
グモール,⾷品
メーカー ・ベジチェックを活⽤したイベン

トの実施回数
・べジチェック測定数

野菜摂取量の⾒える化から健康⾏動を促す（レベル7,8）
・推定野菜摂取量測定器を活⽤した啓発

・協⼒企業数等
・健康経営に取り組む企業数
・講演会の開催数
・情報配信回数

ベジタベライフ事業の裾野の拡⼤（レベル6）
・⺠間企業、関係団体、ヘルスボランティア等多様な主体との協創
元気な職場づくり応援事業（健康経営）（レベル6）
・「元気な職場応援事業」で事業所を⽀援
・健康経営に取り組む事業所の拡⼤

企業, 団体, ボ
ランティア等

・SNS・カードレシピ等の配
信・配布数
・「ベジ＋ちょい活」等の情報
発信数

情報の普及・啓発（レベル7）
・多忙、調理の知識がない等個別の事情に合わせた啓発
・「ベジ＋ちょい活」等これまでの「野菜」にさらに運動の要素を加えた
情報発信

SNS, メディア
等

・HbA1c測定受診者数
・要指導の改善率

糖尿病への理解を深めるきっかけづくり（レベル7）
・40歳前健診でHbA1cが要指導の者への栄養指導（3か⽉後フォ
ロー）
・他部⾨との連携し、事業を実施

保健所・保健セ
ンター

①平均野菜摂取量

①糖尿病を種苗
とした年間新規
透析導⼊患者
数
②ヘモグロビン
A1c7％以上の
割合
③⾃分を健康だ
と⾃認している割
合

あだちベジタベライ
フの認知割合

※個別施策・アウトカムは「健康あだち21（第三次）⾏動計画」より引⽤
点線の項⽬は⾏動計画の⽬標値にはないが、区内⼩・中学校で毎年モニタリング実施

②野菜から⾷べる区⺠の割合

野菜から⾷べる⼦どもの割合
5歳児、中2 肥満の⼦どもの割合

3歳児 減少傾向へ
⼩1、⼩6、中2

健康寿命
の延伸

⾜⽴区では
最終成果

⾃分で朝⾷程度の料理をつく
ることができる

⼦どもの割合 中2

⼩・中学校の残菜
量の減少

③糖尿病重症化予防のための保
健・栄養指導につながった割合

⾜⽴区では直接成果

⾜⽴区では
中間成果

⾚線︓⾜⽴区事業評価（個別評価調書）「健康あだち21推進事業（糖尿病対策）」令和6年度事業分の結果より作
成

達成

達成

達成

達成

達成

順調

やや遅れ
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但し、今後の課題として次の点がある。取組

（アウトプット指標）、中間アウトカム指標、分

野別アウトカム指標のつながりが妥当かをよ

く検討する必要がある。そのための工夫として、

中間アウトカム指標に取組の認知度や取組に

よって行動変容したかを入れることで、取組と

分野別アウトカム指標のつながりがわかりや

すくなる。認知度が足りない場合は、認知度を

上げる取組が必要だとわかる。取組を見ても行

動変容しないようであれば、取組の質を改善す

る。 

  取組を認知している人、行動変容した人は、

分野別アウトカム指標が良いのか等、取組の効

果の分析ができると、取組の継続、改善の根拠

になる。 

アウトプット指標は毎年把握できるので、ア

ウトプット指標自体の目標を設定することで

評価し、フィードバックできる。 

考察 1）から３）に共通して、本研究で取り

上げた事例が優良事例であったことから、自治

体内の体制が整っている等の条件が良かった

可能性がある。他の自治体でも適用可能かは不

明であるが、実施できている自治体があること

は提示できたと考える。 
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Ｅ．結 論 

健康日本 21（第三次）の栄養・食生活分野の

目標である、子どもの肥満の減少、食塩摂取量

の減少、野菜摂取量の増加、栄養バランスの良

い食事の増加について、自治体の優良事例を収

集し、これまでの研究や理論をベースにしたロ

ジックモデルとアクションプランをベースに、

アウトプット指標や中間アウトカム指標、アク

ションプランについて、実現可能な内容を示し

た。ロジックモデルの PDCA への活用方法につ

いて、自治体での実施状況と課題を示した。 
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